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子どもが自分で選んだり自分で決めたりすることは、子どもが自分で、ものごとの判断をし、人生の道を選んで歩む人になつて

行くうえで大切なことだとは誰もが認めることでしょう。保育の場でも子どもの気持ちや選択を大事にしようとする試みがいろいろ

取り組まれています。一方で、乳幼児に選んだり決めたりすることが可能なのかという心配や、子どもにとつてよい選択は大人が

するべきではないか、という意見もあります。世界的には、乳幼児期からの子どもの意見をよく聞き、決める際にそれを尊重するこ

とについて議論を重ね深められています。 ∫
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オシッコに今行くか、行かないか、どの服に着替えるか、どこに座ってご飯を食べようか"・ 一日の生活の中で選択肢はいくらでも

出てきます。でも、そうした場面を思い浮かべる時、たいていは、自分のこだわりを主張する子どもと、それに簡単に応じるわけに

はいかずに困る大人という情景が浮かんできますね。子どもの選択を受け入れるのは、勇気がいることかもしれません。   ´

自分硼鵬閣多L漁働驚吐 目の前のここを自分で考えたIHじったら‖う、その時が大亭 r

子どもが自分で選び、決めることを大事にしているけれど、自分で選んだはずの服を着なかつたりなど、自分で選んだこと、決め

たことなのにやらないことがあると、子どものせいにして大人の思いで進めてしまうこともあると思います。

また、反対に、寝る前に読む絵本を 1冊読んだら寝ると決めたのに、読み終わると「もう1冊」と何冊か読んだら納得して布団に入

るということがあります。この事例のように、子どもは自分で決めても選び直したりすることは、当たり前で、その揺れも含めて、そ

の時々を認めていくことが大事です。

人は誰でも選べる自分を認めてもらいながら、選べたり選べなかつたり迷つたり、を繰り返して自分で自分の判断を磨いていきた

いのだと思います。

カニ ツン ツン

金関寿夫 文
元永定正 絵
福音館書店

この絵本に出てくる言葉は、みな、作者がご自身で

作り出した言葉や邦楽打楽器の拍子をとる音、北部

インディアンの部族名などのすでに存在している言葉の

響きを組み合わせてできたものだそうです。

冒頭の「カニ ツンツン ピイ ツンツン」「カニ チャララ

ピイ チヤララ」という言葉はアイヌの人々の聞き取りに

よる鳥のさえずる声とのこと。それらが、声や音の巧みな

コラージュのように、全体として一つの小気味よい

ハーモニーを奏でます。
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赤 黄 青などきれいな色のポリ袋をたくさん用意し、手で触つて、

感触や音を楽しんだり、ペットボトルヘの出し入れを楽しん

だりしてもいいですね。
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口なでしこ広場

4月 はお休みです。

再開するときにお知らせします。
・ 青空保育 4月 24日 (火)成 田公園にて10時～

コロナ禍ですが、感染予防対策をしつかりして取り組みを

していきます。

※参加希望の方は 保青口にお電話でお申し込み下さい。

※予定はしていますが、コロナの状況によっては中止に

なることもありますのでご了承下さい。

参加される前に実施状況をお電話でご確認下さい。

塁丑IttE盪
すりおろしたにんじんが、炊き上がるときれいな夕焼け色になります。

子どもたちもにんじんをすりおろしたり、お手伝いができます。

自分で作つたご飯はパクパクよく食べるでしょう。
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春になり、ちょうちょが飛んでいるのをよく目にします。

ひらひらと動くものは、小さい子たちも大好きです。

「ちょうちょ」や好きな歌に合わせてちようちよを動かして

子どもと一緒に楽しんで下さい。
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子どもたちの頭や

日、おなか・̈

いろいろなところに

とまらせてあげてね
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・参加されるご本人、または同居のご家族に37,5℃以上の

発熱、咳などの風邪症状のある方がいる場合は

参加できません。
・必ずマスクを着用して下さい。

・手洗い、アルコール消毒をこまめにして下さい。
・食事はできません。(授乳、水分補給は除く)
・少人数での来園にご協力ください。
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